
π月ー更初蚕百7重
開会、議案116号の質疑、採決
休会
決算審査特別委員長報告、採決、
提案理由説明
休会

9日
10日・11日
12日

13日・ 14日
15日

¥fJ寺市教会戸、よq本市の人口

(昭和51年 l月1日現在)

人口総数 195.826人

男 95. 372人

女 100.454人

帯 数 61. 272世帯
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入
っ
て
い
っ
て
、
そ
の
意
見
字
五
環
器
保
に
関
す
る
話
萎
骨
高

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
九
日
か
ら
一
一
十
一
百
ま
で
開
か
れ
、
前
蟻
A
A
か
ら
継
続
の
昭
和
田
十
九
霊
決
算
思
査
定
し
た
ほ
か
、
刊
書
章

一
書

甲
府
市
主
主

Z人
口
集
中
傾
向
は
近
重
し
い
も
の

小
瓦
く
と
い
う
乙
と
が
寄
て
い
た
と
石
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

詰
日
時
時
肘
十
日
誌
は
れ
持
一
時
一
一
件
一
時
一
一
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a
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村
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一

時

刊

誌

は

訪

日

言

語

読

喜

一

言

立

山

内

部

付

言

、

E霊
高
草
案
工
事
情
謀
議
帯
十
四
許
=
一
十
一
定
、
い
ず
れ
も
原
架
空
管
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。
吉
ら

一
る

ま
ド
市
内
に
は
県
立
主
義
学
校
は
重
量
し
か

一
fuMAド
マ
な
吋
れ
ば
な
ら
な
い

開

頭

打

詳

江

戸

同

日

間

に
、
警
提
案
の
意
見
書
一
一一件
の
擁
壁
語
、
十
四
日
間
に
わ
た
る
全
期
高
言
し
た
。

ι

す
£
く
、
人
口
集
中
こ
伴
う
望
重
要
努
収
容
し
切
れ
ず
こ
一
軍
基
の
襲
ご
つ
い
て
密
室
玄
行
し
て
い
る
の
で
、
自
は
、
活
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こ

置
に
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し
て
次
第
に
ア
ン
ハ
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ス
に
な
り
つ
つ
あ
り

Z
f乙車
内
向
き
に
告
篠
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蓄
を
計
上
し
、
主
に
お
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円

諸

島

日
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終

日

U
お

お

よ

一 宮
中
央
市
場
付
設
団
地

一
六
日
誌
の
国
的
理
を
は
か

土

壇

靖

港

公

士

号

冨

で

満

義

設

に
変
る
と
と
も
に
事
事
半
世
警
の
宝
章
る
た
め

・
一

へ
自
治
組
織
の
設
立

一

慢

の

襲

言

語

客

二
期
日
多
-
d
j
f定
ゴ

荷

主

闘

争

に
甲
府
開
畑
区
に
普
君
事
量
期
に
草
さ
れ
る
よ
う
二

間

最
叫
へ
の
筆
入
之
は
二
五
隔
で
詳
し
、
計
上
し
ず

一
般
質
問
は
、
十
二
月
十
苦
か
ら
十
古
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
風
一曹
を
持
つ
よ
う
、
主
と
し
て
、
惜
し

E
Z五
十
七
年
度
末
に
は
さ
=%
二

校

強
〈
話
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
@

土
…
講
師
時
の
競
争
軍
需
が
働
い
て

ιい
き
た
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岳
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重
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定
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賢

一
一時

開

設

立

。
財

政

可

申
西
久
(
量
党
)
の
七
民
主
謀
を
代
去
し
て

1
3社
問
題
な
ど
一患
の
強
化
、
執
行
吋
ん
制
患
の
整
一
ト
ル
に
及
毒
事
重
量
管
一
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附
和
五
十
年
士

一月
一
一
十
一
百

一
一A
一
時
の
設
児
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し
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相
互
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一一日明諮問いれ一一出打開炉

2
人
事
の
刷
新
と
職
員

一
そ
れ
を
動
か
す
職
員
に
、
モ
ラ
ル
の
欠
一体
と
斗
の
重
量
も
強
め
て
い
一
昨
日
対
抗

MKK一
ト
十
れ
れ
需
し
て
い
る
。
主
高
を
進
め
て
い
る
の
で
、
土
菩
図
柄
入
居
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、
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一
手
、
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、
電
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手
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翌
日
日
訴
し
リ

邑

は
、
訟
に
残
念
で
、
事
嘉
を
執
行
一
る
。
古
事
堂
書
に
、

λ
喜

一モ
ラ
ル
の
問
題
と
組
融
制
度
の
あ
り
方
一

O
教

育

行

政

一
本
市
の
第
義
広
，

E困
は
、
盟
一
白
書
な
草
は
効
果
が
あ
る
と
思
一
た
持
に
追
給
す
る
唱
え
は
あ
る
か
。
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T
h
h
r
q
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時

計

日

圃

せ
る
た
め
、
目
λ
車
体
制
の
刷
新
も
一
職
員
霊
の
向
上
に
露
的
な
努
力
を
一て
い
〈
主
で
あ
る
。
一

県

に

対

し

要

靖

一
撃
盟
に
つ
い
て
は
、
第
価
の
一回
畑
で
は
よ
う
や
く
自
主
要
員
一
に
あ
る
か
。

園

必
要
理
の
決
意
と
雪
偏
い
一
し
日
れ
れ
;
事
件
三
つ
い
一を
純
一
十
日
目

U
M併
は
閉
山
古
書
致
に
つ
い
て
、
混
一号
に
誌
を

ωる
よ
う
努
力
し
て
い
一価
上
が
り
に
よ
っ
て
下
水
泊
施
設
の
一階
と
な
り
謀
者
に
は
感
謝
し
て
い
一
菩

番

号
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寝
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・
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蓄
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立
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刑

に
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言

繋

一日

片

山

花

時

十

圃

執
霊
曹
に
つ
い
て
は
、
そ
の
す
べ
て
一
言
、

E
執
行
上
の
蓄
に
つ
い
一
一
と
お
し
と
、
主
の
認
の
方
針
に
つ
一
ま
た
、
主
の
灯
処
方
針
の
重
点
と
一
害
警
の
習
を
十
詰
く
巾
喜
一望
さ
れ
主
う
努
力
し
、
団
抽
選
一震
に
変
て
い
る
中
で
、
宮
給
与

園
者
言
え
て
い
な
い
、
大
き
な
一
面
い
た
い
・

一。
下
水
道

Z

E
E
-
τ
て
は
、
昭
和
雪
辱
豊
富
一
え
て
い
き
た
い
。

一室
長
保
し
て
い
き
た
い
二
に
つ
い
て
は
、
企
院
側
首
長
短
し

圃
義
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
宇
一
部
一
答
綱
紀
最
疋
に
つ
い
て
は、行一

下
水
道
料
金
は
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。
し
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圃

躍
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た
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2し
惑
し
が
、
組
一
き
す
ぎ
た
人
間
震
に
左
右
さ
れ
る
と
懇
話
会
で
検
討

一
る
躍
に
普
通
商
襲
警
君
計
画
一
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
薬
品
益
力
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全
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し
て
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τな
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厳
正
公
正
亭
山
堅
持
さ
せ
、
賢
一
間

国
は
十
一
兆
円
喜
ぎ
込
ん
で
一
に
対
し
、
思
議
よ
り
間
前
買
収
交
一
に
請
を
し
て
い
き
た
い
。
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都
市
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主
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・
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方
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一
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遣

の
霊
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
一
渉
に
苦
し
て
、
大
宮
震
毒
て
一

甲
高
、
小
学
科
制

一

積
極
的
推
進
策
は

一

基
本
条
例
を
制
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一
ッ
ト
し
た
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骨
量
の
ど
よ
れ

ゴ

言

語

町
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u
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議
員
の
自
癒
申
し
合
せ
事
項
に
つ
い
て

甲
府
閉
税
金
は
、
昨
年
十
一
月
十
四
日
各
党
各
会
派
代
茨
者
会
械
を

開
催
し
協
蝕
し
た
結
果
公
職
選
準
法
改
正
を
梨
揖
に
、
次
の
行
為
に
つ

い
て
各
党
各
会
派
一
致
し
自
制
の
申
し
合
わ
せ
を
行
い
、
こ
れ
を
聞
く

守
る
乙
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
各
位
の
ご
理
解
と
と
協
力
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
年
賀
状

・
暑
中
見
舞
状
は
一
切
出
さ
な
い
こ
と
。

ニ
、
お
旗
事
・
お
中
元
の
贈
答
は
行
わ
立
い
こ
と
。

=一
、
書
種
会
合
・
行
事
等
の
祝
儀
は
一
切
出
さ
な
い
こ

ルー
た
だ
し
鮪
叫
閉
ま
・法
事
に
出
席
の
坤
合
に
限
り
、
実
費
程
度
の
支
出

は
や
む
を
得
語
い
も
の
と
す
る
.
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時
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間
日
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純

一

市
街
化
区
域
内
農
地
の
宅
地
並
み
課
税

愉

一
し
、
宣
言
量
的
に
保
障
す
る

一

撤

廃

に

関

す

る

意

見

書

士

採

択

さ

れ

た

も

の

一とならねば真に生きた条文になら

一

一一【
輯海賓員会
】

一ないとしたととろ、道
からは、

一
般
近
の
経
済
、
社
会
事
の
も
と
農
地
評
価
に
よ
る
需
課
税
再
三
一
前
竺
以
外
の
市
電
量

2
7溢
惜
の
閉
定
資
産
税
(
甲
寝
屋

-
E
E
l
l
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一日照問題は
震

で

は

宮

轟

し

い

一

一
で
食
績
の
安
雲
を
確
保
す
る
た
乙
と
塁

tて
、
主
替
の
需
に
対
す
る
霊
童
喜
一
一
農
協
同
組
合
言
室
長
)

日
一
関
闘
同
盟

1
十
三
目
、
二
十
日
及
び
一
一
十
一
百
の
一
撃
に
、
意
事
員
会
で
望
一面

が

あ

票

、

襲

警

重

量

一

胎

一

一
め
、
園
内
の
量
生
産
量
監
轟
保
す
る
と
ま
に
、
車
問
主
意
義
存
在
二
一
0
アー
ル
建
設
(
童
相
信
愛
国

一

，

E
E霊
週

一三日にわたって

ι
f費
五
れ
五
月
査
を
護
に
受
付
と
一へ
の
一
翼
手
霊
協
定
条
例
豊
一
七

旦
一
化
、
薬
す
る
と
と
は
、
国
の
基
本
に
よ
る
税
製
曹の措置を隣
ずるように

Z
Z

一一
童
市
喜
善
ほ
か
)

2事
、
要
一
二
三一言
府

mmiヨ
て
ま
に
審
議
す

?
i
i著防
H
一に

よ

っ

て

、

建

時

に

は

置

の

富

一

削

一

一的な政
策
で
あ
り
、
か
っ
聖
書
ょ
う
、
強
引
揺
さ
す
・

z右
前
古
車
九
十
九
重
一
一
一
一
員
守
管
室
詩
情
(
専

年
員
給
与
請
の
一
苦
手
議

τー
守
る
と
と
も
'
室
長
長
す
一の
理
解
事
る
よ
う
導
す
る
こ
と
が
一
る
一
一
割
問
察
官
、
極
め
て
重
富
唱
の
規
定
に
基
づ
い
て
喜
三
軍
賢
季
語
古
代
表
者
向

日
制
定
に
つ
い
て
、
言
一
一
四
呈
賞
金
は
、事
件
の
署
員
富
士
自
の
信
事
一
回
章
表
り
も
一可能になったので、そのような方
一F

封
一
一
議
で
号
事
。

二
言
閣
の
問
書
露

出
差
す
・
一
一
山
吉
久
子
ほ
か
)

1
2費
給
与
条
例
の
一
部
茎
互
に
さ
れ
て
い
る
の
で
審
与
す
乙
と
号
室
レ
:

一宅
起
し
た
い
。
芝
、
設
的
施
一一

審
一一

こ
の
た
め
、
患
の
聞
定
資
産
税
に
お
宮
い
わ
ゆ
る
へ
B
患
に
昭
和
五
十
章
一
再
二
十
二
日
一
一
長
室
会

J
J均
棋

院

長

一部
戸
41mm線
以
川
町
盟
関
関
関
龍

一
Zする干算定、すでに根幹
一一

知

一

一

軒

仁

科

持

品

約

七

山

下

控

訴

討

崩

盛

大

田

町

付

何

時

三

一

言

報

酬

霊

室

星

雲

(

官
公
言
の給与改定に摺じて

7
j
y意見がありました・
一
事
喜
一

2
2一寄
り
駐
日
日
明
日
一

一一
室
長
づ
き
現
に
撃
の
用
税
の
憲
主
著
書
草
あ
て
一
一
見
当
官
官
会
理
事

一需
費
事
に
霊
臓
器
給
与
を
一
一
症
の
用
地
取
得
の
室
、
公
社
一民
健
康
露
条
例
竺
号
室
ず
る
一

-

一ー
に供されている農地についてはし、農課税とするとと・

E

一

r定するものであ
りますが
、現状
一
運
営
に
寄
る
理
事
号
下
理
事
の
条
例
制
差
ニ
コ
、
て
ま
、
本
来
に
関
連
一
き
た
い
、
と
の
算
が
あ
り
ま
し
た
J
d

一一

一一

【遺
言
会
】

一日ト植
の
与
え
ら
れ
て
い
な
い
皇
室
の
君
、

Z
蓄
に
す
、
区

1
T
U公
安
互
訟
は
お
均
投
球
一
一

一

一

診
療
報
酬
の
概
算
払
を
求
め
る
意
見
書

一
一
刊
誌
吋
寺
田
北
原
自
治

ず
し
て
は
、
人
事
院
勧
告
を
霊
ょ
す
る
重
な
どにつ
いては、今一に当っ
ての協力者の聾所得
にも
一
の
聖
子
に
的
確
に
変
る
乙r
L
h

r

一一

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

完全
実
施
す
る
と
と
が
望
ま
し
い
が
旦
後
当
局
は
速
や
か
に
揺
を
量
一
賦
課
す
る
襲
デ
式
て
は
そ
の
窓
に
反
一
よ
っ
て
、
本
市
独
自
の
快
適
な
環
境
を
一
F

一

エ

国民留保険制度の下で、医療とにな
ってお
りますが
、診療の

時
即
時
概
算
払
帯
診
療
報
酬
の
霊
工
{
総
時
議
員
会

τ事情の
離しい
昔
、
費
の
呈
し
、

検
討
の
結
果
を
撃
に
対
話
一
す
る
面
が
あ
り
、
今
後
属
薬
品
保
全
す
べ
き
で
あ
る
毒
い
蓄
を
付
一
々
に
つ
い
て
は
、密
室
意
見
守
震
に
強
く
霊
す
る
とと・

一一保障
制
度
な
ど
課
揖
闘
の
量
に
翌
六
月
に
霊
わ
れ
て
い
る
の
が
務
室
の
改
雪
図
り
、
壁
面
の
一
否
定
資
産
整
税
(
甲
府
民
主
商
工

主一
設
計
上
諸
民
一
告
信
号
に
つ
い
て
L
刊
誌
民
間
は
吋
即
日
一弘

謀

説

明

の

一色

ほ

1
1
1
1一
回

醐

臨

画

一一
長
閥
抗
院
は
け
い
許
可
い
れ
が
桟
道
設
計
れ
れ
ば
お
一
一
会
信
長
査
す
るもの

よ

τぃE
ているので、乙の乙
i

裂
事
転
促
進
の
た
め
、
互
強
く
草
し
た
と
乙
ろ
、
語
か
ら
は
一

二

高
原
寄
眠
ら
し
て
!
一

一

一

五

富
の
両
軍
人
件
草
の
増
大
っ
て
記
号

二墳
の
著
者
憲
君
需
一
一

だ

市

内

搬

出

掃

討

一

一

一

い

い

い

一

昨

日

服

装

計

一

事

調

講

年

寵

時

議

龍

塑

バ

出

話

器

準

じ

計

十

五

言

語

子

葉

会
躍
を
す
べ
き

E
S
E
-立震
の
華
経
企
芝
、
喜
一
=
3
5
一軍
府
間
業
奇
襲

j
で、庁

E
l
i
-量
型

EERi
--、
霊
霊
平
君
に
る
上
で
、

z
z
i
s
-
-一
~
削

・l制

し
車
の
と
お
り
興
憾
な
く
可
決
乏
欠
く
べ
き
る
月
前
で
あ
り
、
市
当
局
子
堕
豊
富
助
成
金
支
給
条
例
制
定
一管
つ
い
て
は
、
話
番
星
加
入
一るよう帯する乙と。

一し
た
の
に
で
、
当
局
か
ら
水
着
金
一
一
よ
っ
て
「
量
」
に
霊
わ
れ
る
こ
た
す

E車
問
す
る
た
め
、
票
読
あ
て

z

三

1
1
1

尋
問
れ
町
供
?
に
開手
一諸
問
謀
議
立
れ
わ
れ
い
昨
日
村
山
駐
日
一時

訪

れ

1MM誌
は
一に
鉱
鰐
計
特
別
刊
一軒
町
村
川
ヰ
日
刊

t
i
t
i
l
-
-
l
i
l
-
-
f
1
1
i
n
l
i
-
-」一
切
択
さ
れ
た
も
の

7
事
件
は
、
震
の
関
心
主
三
重
量
か
あ
っ
た
が
、
思
議
土
的
確
に
雪
ほ
か
点
差
曜
の
一可決
するものと

Eした・
一
拡
幅
は
著
し
存
わないと手話
一改定初年度で塁側上げに対する一改定

E
2
2毒
薬
事
一
一
方
せ
に
対
す
る
喜
重
一
定
と
時
が
あ
り
ま
し
た
。
一

【総
室
員
会

市一
袈な問題
E
り
ま
す
の
で
、
事
事
一
つ
い
て
は
伺
専
の
話
の
な
か
っ
た
L
ある本制度の十分な震を得る万
一
次
長
案
一
=
一奪
回
目
玉
十
一
、
長
平
和
通
り
ま
で
の
琵
護
哲
一

E
躍
が
強
く
長
さ
れ
、
更
に
土
曜
の
畑
側
、
一般震の妻帯の手一減の主
3

ー
は
、
人
件
費
量
、
旦
こ
れ
し
需
員
会
て
は
、
厳
し
ぃ
一
Q
dト
辛
苦
虫
語
、
電
話

荷一
言
査
の
中
で
特
に
と
り

(2) 

番喜
一凶

暴露
月議

盤
議g
~<:; 

犠

総
務
開
発
公
社
問
題
で
集
中
審
議


